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岳 yン≠ンの走塁について (白金抵抗温度計による･B固点の測定に関する研究 (弟ld









































約 2cm で上下し斑拝回数は 80/min･,であるo
白金抵抗温度計は,白金税 (直径約 0.08■mm.長
さ的 130cm)杏,正筏 7mTn,長さ約 2.5cm の杓
子柘に巻き付け,外部を約-7･抑 T'誕管で熔軸竹前した
ものである｡(節3回)






この時のドラムの正砥な改みを mlとL t秒筏 SW
を PRT に切換へ,ダイアル及び ドラムによl)検流
計を平街させる｡この時の読みを Rxとし, 恥 ニ ー





防 虫 科 乍 節 10 巻-I
ると,第5図の通りであ7J｡ (一般に,r'l砲抵fJL'温姥
計の温度による抵抗変化は,(1)式で,j':される｡
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防 虫 科 学 界 19 啓一Ⅰ
研兜されているが.本穴取では潮間fEtl税の坑門の点をI
もって凝同点とした｡
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4 ショウジョウバエの DDT 及び BⅡC抵抗性の浪伝学的研究 域本村久 (大阪大Fl'_I









に第1染色体右腕の tJi]Jや scaわ の迫f云子の近くに
ある位性の遺伝子に去って支配されていることを知り
すでにその一部を報告した (塚本 ･大乱 ユ953(5);大
垣 ･塚本,195130,)｡
その後,遺伝子分析のための交配突放を行うのに適
当な軽々の突然変異型の系統を作り,DDT抵抗性に
?いては更に詳細な実験を繰返すと共に,他の殺虫剤
に対する抵抗性をも研究する目的でき択累ショウジヨ
ウ,.'ェを用いてその BHC 抵抗性を逝伝学的に分析
した,その結果.殺虫剤抵抗性迎I云丁･の染色作上の位
把を決定することができたので,こLでは DDT 及
び mIC についてこれらの分析の結果を邦告すると
･典に,竣ろ燕剤に対して拭杭性をもった昆虫は他の2
･3の投出剤に対してもrlJ'時に抵抗性を示すという所
謂 crossrcsistancc又はcrosstoleranceの拭掛こ
ついても迫f云学的見地から考窮を行った｡
I) tlg:veStlf;hlwJ'ngJenchromosomeT
2) ∫√α:scabrouseyeinclrOmOSOmeI
本文に入るに光だち,この研究を行うに当って常に
御指導御旗比をR朋っった大阪大学剖 I秀タj教授,一大島
長辺的教授,珪批系ショウジヨウ.バェを托iL;する際に
托々の御斑斑にあずかった彦根市衛生視長小林弘氏,∵
DDTをは与された);.'邦大学化学研究所長沢純夫氏,
BIICを磁与された旭硝子株式会社淀川工場大野勇氏,
及び突放の際に種々の御手数を煩わした滑水節子嬢の■
諸氏に搾甚の謝意を表する｡
■血 材料及び方法
DDT抵抗性の系統としてくま,われわれは彦取系及
び福岡系 の2系統を従来よt)mいている｡淳択風 土
DDT以外に BIIC やバ･>チオy,琉頓ニコチンな
どに対しても他の多くの野生型 ･突戯変E4型の系統に
くらべて抵抗性が強いことが判明したので,今迄2003
-2500γ/ccDDT合布Df料で 22代飼育してきたも
のをRTに 8γ/cclfIC合初餌料で2代以上飼育淘汰
した後に,BHC抵抗性系統として突放に供した｡.
遺伝子分析のために交配突放に用いた釆続は,弟Ⅱ
･節t･第IVの各染色体に1つづつ劣性の突然変異形
質をもった_m;ca;gvl3)及び cn;Ibar-3;gvZ一)と,
3) cn:cinnabareyeinchTOmOSOPeⅡ
ca:chret;eyeinchromosomei
gvZ:groovelessinchromosom JV
4) bar-3:bareyeinchromosome王
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